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はじめに

地質調査所の筑波移転にともなう実験研究施設の整備

も終り軌道にのったところで1978年8月中旬から約

3ケ月間科学技術庁中期在外研究員としてr同位体地

質学の研究｣のため米国地質調査所(コロラド州デンバｰ)

に滞在させていただいたことをあらためて想い出した.

そこでもう一度記録や写真を整理した.短期間で

あるがアメリカの自然と研究施設の一端を覗いてきた

ので2回にわけてご紹介することにした.

おもな滞在地はデンバｰであるカミ1966年1月から1

年間家族ぐるみで住んだことがあり懐かしかった.

その内容は地質ニュｰス(N.158,ユ967)にご紹介してある.

質ニュｰスNo.259(長谷ユ976)とNo.297･298(盛谷ユ979)

さらにメンロパｰク支所については地質ニュｰスNo.

306(三村1980)に詳しい･したがって多少重複する

ところもあるのでご了承いただきたい.滞在中のト

ピックスの紹介という形でおもに写真によってまとめ

た.そのおも荏項目はコロラド州アスペンのスノｰ

マスで開催された第4回地質年代学･宇宙年代学･同位

体地質学国際会議とその巡検バｰジニア州レストンの

ナショナル･センタｰと米国地質調査所100周年記念行

事アメリカ中南部のロング･ドライブ(ヒュｰストンを

含む)デンバｰ支所の同位体地質学研究室そしてメ

ンロパｰク支所訪問である.記事の内容の責任はすべ

て筆者にある･関連地点を図1に示しておく･

米国地質調査所に関連する記事は最近のものでは地

質ニュｰスNo.246(盛谷ユ975)地調月報24巻11号(小野

ユ973)レストンのナショナノレ･センタｰについては地

国際会議と=1ロラド巡検

コロラド州デンバｰの西南西方約170kmのアスペン

(Aspen)近くのスノｰマス(Snowmass)会議場は海

抜2500mのロッキｰ山脈の西縁にあり
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図1USGSの各RegionのHeadquarters(鑑)と本記事に関連する地名.

夏は避暑･冬はスキｰで有名なリゾｰ

ト･エリアである.この第4回地質年

代学･宇宙年代学･同位体地質学国際会

議は第1回(1967)カナダのエドモン

トン第2回(1969)チュｰリヒ･ベル

ン第3回(1974)パリで開催され次

第に盛大になってきている.今回の会

議は1978年8月20目から25目まで米国

地質調査所(USGS)･カｰネギｰ研究

所･地球化学会･月科学研究所･米国アカ

デミｰ･地質年代学国際委員会の共催と

いう形で行われたカミ実質的には米国地

質調査所が大半の事務と費用を負担して

いる.スノｰマス会議場へ参集する前

日はデンバｰのフェデラル･センタｰ

にある米国地質調査所デンバｰ支所の

同位体地質学課(B･｡n･h)の研究施設の

見学も行われた.この会議へは総勢

450名もの参加があり米国以外の27ケ

国から170名目本からは米国滞在中の

方々を含めると19名に達した(図2･3).�
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図4ロッキｰ山脈南部地域の先カンブリア紀岩石の分布と構造.上図の

Aは大平原でのまたBは山脈up1iftでの先カンブリア紀基盤の露出

状態のモデル断面図.ロッキｰ山脈はBに相当する.

ては地質学雑誌84巻10号p.642-644

(柴田賢1978)たらびにN乞turevo1,275

-12p･478-479(S.Mo0RBAT亘1978)に

詳しく紹介されている.

会議は主催者側代表として米国地質調査

所のDr.I.FRIEDMANの挨拶と特別講演

の後2会場に分かれて5日間行われ講

演数175各発表時間15分討論5分のノ･

一ド･スケジュｰノレであった.テｰマは

地質年代学宇宙年代学･安定同位体同

位体トレｰサｰに分けられ発表されたデ

ｰタｰは非常に精度の高いものであった.

発表論文228編の小論文はUSGSOpen-FileReport

78-701としてまとめられている.会議の内容につい

図.2第4回国際会議場のコロラド州アスペンのスノｰマス.

例えば87sr/86sr比では｡.70800土5また

工43Nd/144Nd比では｡.51310±5は常識的な

値である.この会議の特徴は大部分の

研究者が同位体という共通の対象と質量

分析計という共通の道具･手段をもってい

ることにある.そして第5回国際会議

は1982年6月～7月に日本で開催されるこ

とになり東大物性研究所の本田雅健教授

と地質調査所の柴田賢氏を中心にしてその

準備に入っている.会議のあと8月26

目からイエロｰストｰンとコロラドの野外

巡検旅行が行われ筆者は後者のコロラド

巡検に参加した.

図3コロラド州アスペンのスノｰマスでの第4

回地質年代学宇宙年代学および同位体地

質学国際会議場にて筆者.�
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図5ロッキｰ山脈南部地域の第三紀～第四紀の岩石の分布と構造.

野外巡検はUSGSのDr.C.E.HEDGE案内による大

型バスの旅行であった.8月26目スノｰマス(Snow･

血ass)からアスペン(Asp.n)に移動しそこにある小

さた空港から飛行機でモンテロｰズ

(Monterose)まで1時間ロッキｰ山

脈の西部を越えブラック･キャニオン

(B1ackCanyon)の上を飛んだ.一行

は27名と現地支援のUSGSのスタッフカミ

3名.早速バス旅行カミ始まった.そ

の行程にある地名を含めてコロラド州

を中心にした先カンブリア紀地質図と第

三紀一第四紀地質図をそれぞれ図4と図

5に示した.

図6野外巡検でのC.E.HEDGE博士の説明.コロラド州ブラッ

クキャニオンにて.

最初の見学地はブラック･キャニオ

ンである(図6･7).この国立公園

(正式にはMom㎜ent)は1765年頃のスペ

イン人であり当地には先史住民跡も発

見されている.

アメリカとメキシコとの戦争後の1848

年にはアメリカ合衆国の領土となり

1853年にはJ.W.GUNN1sONによってキ

ャニオンの探検が行われこの公園の正

式名はB1ackConyonoftheGmnison

Nationa1Monumentとされその後

1933年3月に正式に命名された･ブラ

ック･キャニオンは北アメリカにおいて

その深さ狭さ除しさそしてそのく

図?饒簿ラド州西暗峰のブラックキャ皿オン由

究カンブリア紀(17億年)片麻岩類とペグ

マタイト･アプライト脈群.�
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すんだ顔いろの組合せで類をみたいとされている.ち

なみにキャニオンの長さは83kmその中の最も壮観

な深い谷は20kmも続き谷底にはほとんど陽がささない.

その深さは600mから1000mにも達しまたその狭さは

谷の縁で400m底を流れる川の幅は15m足らずという

ところもある(図7).このキャニオンの岩石は先カン

ブリア紀(17億年)片麻岩類とそれらを貫くペグマタイ

トとアプライト脈であり現地形の形成には約200万年

の年月カミ考えられている.1ゴッキｰ山脈の中心部は

up1iftによるものであるか山脈の西部に位置するこの

ブラック･キャニオン地域は大きなup1iftカミたい.図

4の上図の左のAのモデルに該当する.有名な中生代

オイル･シェｰルは図4の北西部州境を中心に大きく広

がる.

モンテロｰズ南々東方60kmでの露頭は図8および9

のように素晴らしい｡傾斜した先カンブリア紀片麻岩

(14～17億年)を不整合に覆う古生層(P/pc).日本で

はみられないドラマチック在景色である.それから

しばらく南下したレッド･マウンテン(RedMomtain)

峠からはサン･ホアン(SanJuan)火山地区の鉱化帯カミ

望まれる(図10).その位置とカルデラ群は図5および

図11～13でごらんいただきたい.コロラド州南西部に

広がるサン･ホアン火山地域は40,000km2(関東地方に

静岡県を加えた面積)の広大な火山噴出物の分布で占めら

図8

コロラド州南西部0uray近くの大露頭.

傾斜する先カンブリア紀(17億年)片麻岩

類を不整合に覆う古生層(上方水平層).

れその平均の厚さは1,000mに達する(図11の遠景).

二つの特徴的な火成岩類から在りその一つは少量の珪

質分化物(主にashイ1.wtuffs)を伴なう大量の中性溶岩

と角礫岩からなるOligocene(35～30Ma)の火山岩であ

る･もう一つはMiocene-P1iocene(30～25Ma)の

bimoda1火山岩類の珪質流紋岩と苦鉄質アルカリ質溶岩

類である.

前者のO1igocene火山活動はアメリカン･プレｰト

の西縁にそったsubductionに関連するものと考えられ

ておりその化学的ならびに同位体組成例えばSrや

Pbのその特徴から先カンブリア紀地殻物質(Cratonic

図9コロラド州南西部O1∬ayから南方を

望む｡山の中腹までの斜層カミ先カン

ブリア紀片麻岩類左手前は鉱山跡.

図10

野外巡検途中のSanJuan火山地区の鉱化帯と鉱床

群.全山鉱化作用を受けている.(地質ニュｰス

No.307(1980.3)カラｰ表紙写真参照).�
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1ithospher｡)との相互作用カミ認められている.また

サン･ホアン地域の地下の巨大狂｡ompositeバソリスの

上昇分化および結晶作用の証拠が売られている(図

ユ4).最初の中性溶岩と角礫岩は高圧下での分別作

用をあらわす主成分と微量成分組成をもちまたSrと

Pb同位体に関して相対的に放射性源的ではないこと

からアメリカン･プレｰトの下部地殻との著しい相互

作用によるものと思われる.またより珪質恋ash-

f1owtuffは低圧下での分別結晶作用をあらわす組成

をもちSrとPb同位体に関してより放射性源であり

マグマが明らかに浅いところにあることまたそれカミ

上部地殻中であることを示唆している.特にそれら

のあるものの放射畦源Pb同位体組成はマグマと対

流している天水との間の相互作用を反映しておりその

過程は共存する熱水鉱石(o･ed･po･its)の生成に重要な

役割をはたしていると思われる.その鉱石のPb同位

体は共存する岩石類のそれよりも放射性源である.

一方Miocene-P1ioceneの玄武岩溶岩の多くはマン

トルに由来するもので海洋島のものとよく似ているが

xeno1ithに富む玄武岩質安山岩のあるものは相対的に

非放射性源のPbをもっており下部地殻物質によって

いくらか混成されているものと思われる.流紋岩質溶

岩とbi㎜oda1の岩石の貫入岩類はPbとSr同位体に関

して非放射性源でありO1igocene流紋岩類に比べて

先カンブリア紀の上部地殻との相互作用を示しておらず

恐らくそれらカミ地下火山性バソリスを通過して噴出され

たものであろう･Miocene-pliocene流紋岩類の形成

には共存している玄武岩マグマの火山活動の熱エネル

ギｰによる下部地殻の部分溶融によるものと考えられて

いる.とくに活動末期にはカルデラとグラｰベンか

形成されている(図12･13).

図11第4回国際会議の野外巡検風景と貸切バス.

コロラド州南部SanJuan火山地区にて.
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図13コロラド州サンホワン火山地区のカノレデラの分

布.

鉱化作用は13.0～16.6Ma前にあったもので金銀

銅亜鉛カドミウム鉱石として700t/目を産するsuny-

side鉱山は有名である･また金は1974年に28,500オ

ンス産出している･図10はモンテロｰズの南方約60

kmのRedMomtain峠の北東方を望むIdarado鉱山会

社地域で全山ごとごとく鉱化作用を受けている.遠

方の山は海抜4200㎜である.この峠をさらに南下し

デュランゴヘの途中は全て先カンブリア紀片麻岩類など

であるがコｰルバンク(Coa1bank)峠では低変成度

の低K一流紋石英安山岩カミ分布している.それは1820

Maの年令で(･･s･/･･s･)初生値は0.7018と非常に低いの

が特徴である.

図12コロラド州SanJuan火山区のカルデラ断層.

(地質ニュｰスNo.296(1979,4)カラｰ表紙写真

参照).�
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スイスから会議に参加した

R.H.S↑EIGER教授.巡検

でのドライブインにて.

図ユ4コロラド州サンホワン山地の地下の漸新世バソリス(底盤)の進化モデル

翌日の巡検はデュランゴからデルノルテ(De1Norte)

までであるがサン･ホアン火山地域の中心部に入り

カルデラとカルデラ内の古い鉱山町を見学.カルデラ

断層の一例は図12のようなものである.we1dedtuff

の発達カミいちじるしい.その次の目8月28目は大

砂丘群に登り(図15)さらにロッキｰ山脈東縁の先カ

ンブリア紀変成岩類と花鵠岩類をたっぷり見学･北上

してコロラド･スプリングス､(Co1oradoSprings)に1

泊し29目にデンバｰに帰着した.途中古い火山体

であるカミスパニッシュ･ピｰク(SPanishPeaks図5)

の放射状岩脈群の美事さに圧倒されたことも印象的に残

っている.同行メンバｰの一人スイスのR.H.STEI-

GER博士(図16)も隣席ではしやいでいた.国際会

議狂ど学会に伴う野外巡検は誠に有意義なもので

Seeingisbe1ieving!である.なおコロラド･プラトｰ

を含めた北米大陸の地質発達史については元USGS所

長p.B.KING(rTheEY01uti･nofN･rthAme･ica｣Pr}

n･･tonUniv.Pr･ss改訂版ユ977)に詳しく紹介されている･

デンバｰにて

デンバｰ(Denマer)はコロラド州の州都であり人口

は都市部で50万人圏内地域を入れると150万人のアメ

図15コロラド州南部の大砂丘群.

達する.

比高は約600mにも

図17

デンバｰ中心にある市庁舎を西方に見る.�
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図18デンバｰ滞在中のモｰテル.

リガ中西部の玄関口となっている｡海抜約1600mとい

うことで｡nemi1ehighcityと呼ばれその水準点は

図17の写真をとった位置の州庁舎の階段にある･夏30

.Cを越えることもあるカミ非常に乾燥している.四

季を通じてドライでありとくに冬は一20.Cにもなる

が雪はごく稀に降ることカミあってもサラサラ雲で雪

ダルマにならない上自然蒸発で消えて行く･静電気

によるスパｰクには閉口する.春は5月中旬から1ケ

月位で一気に夏に変り秋も9月の1ケ月で冬の様相

にとびこむ.大陸的な気候である.9月～10月のロッ

キｰ山脈の山肌を覆う黄金色(g･ld･nc･1･･)のアスペ

ン(｡｡p.n)の葉は白樺にも似て実に美しい.

支所としておく.デンバｰ郊外のフェデラル･セ

ンタｰにあるUSGSは研究環境としては良いとこ

ろであるが最近は空気もよごれているという.

トラックの排気は黒くたしかに前回の訪問時より

空はきたない.市街地方向の上空は黒ずんでひど

いので市街地は日本の東京の方がはるかにきれい

であるといっておいた.それほどひどくなってい

る.日本の排気ガス規制への努力は立派狂ものだ.

このデンバｰには1966年1月から約1年間家族と共

に過したので知人も多く懐かしい(地質ニュｰスNo.158

1967).図1のようにUSGSの本部はワシントンの西

方のバｰジニア州レストンにあるが国内には東部中

部および西部に分けられた区域(Region)にそれぞれ

支所あるいは本局(亘｡｡dqu｡｡t｡｡｡)がある.ここでは

USGSの海外室(OfficeofIntemationa1Geo1ogy)

でMrs.Caro1ineA.WATKINsさんとMrs.Lender

ROSENBLUMさんのお世話で1週間82ドルのモｰ

テル(図18)とFord-Pintoのレンタカｰ(1週間130

ドル700マイル込)もきまりただちに生活も軌道にの

図20酉遠方にロッキｰ山脈の大陸分水嶺を望む国道70号線･

図19ロッキｰ山脈国立公園のロングス出ビｰク山(4677m).

手前はアスペンの木.

図21ロッキｰ山中アイダホスプリングスの金鉱

山.現在は観光用.�
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った.仕事の合間体目には知人友人と想い出のロ

ッキｰ山中にドライブ.以前登頂したロングス･ピｰ

ク(LongsPeak4677m)ロッキｰの分水嶺(continenta1

divid･)観光地となっている鉱山町などそのままである

(図ユ9～24)･コロラド大学のあるボｰルダｰ市への途

中の古生層の衝上面展望もなつかしい.(図24及び図

4の左上図参照).

USGSのこの中部地区(Centra1Region)にはおよそ

100の事務所があり1900名が勤務しているカミその約

70%カミここのデンバｰのフェデラルセンタｰ(図25･26)

に働いている.筆者の目的であるr同位体地質学の研

究｣はその申の地質総部(GeologicDivision)の地球

化学･地球物理部(0ffic｡｡fG｡｡｡hemist.y.ndG.ophγ

si.s)に属する同位体地質学課(B｡｡nch.fI.otopeG｡｡･

1ogy)で実施した(図27･28).地質総部は職員数約3,000

名である.BranchのChiefは3年交代を原則とした

交代制であり任期終了後は所長と同様に研究員にま

た学会活動に戻る.このBranchの中心はデンバｰに

ありレストンおよびメンロパｰクの各支所にも分散し

ている.正研究員は約50名で各支所それぞれ25名

13名および6名となっており日本の地質調査所にてら

しあわせると部の単位にも相当する構成である.デン

バｰのBranchではこの正研究員25名(図29)のほか

に約25名の補助職員カミいる.これらは秘書(5名)を

はじ｡め試料の化学処理測定機器(おもに質量分折計)

の保持改良鉱物分離等のワｰクショップとサｰビス

部門であってルｰチン･ワｰクはそれらの職員で充分

にこなされている.機械工作部門では大型測定機器

だとえば質量分析計の改良試作も可能な能カガミある.

図22デンバｰに近いセントラルシティ､おηてのゴｰル

ドラッシュの街.今は観光地.

デンバｰで実施した実験測定ではおもに火山岩の

Pb同位体比の測定を行いSm-Nd法実験は垣間見る

程度の時間しかとれなかった.実験室はクリｰンラ

ボという設定で1m皇室気中のdust粒子を10,000以下

さらにクリｰンベンチの設置により100以下におさえる

努力をしている･岩石鉱物試料の粉砕から化学処理

さらに質量分析計(M･ssSp･･t･o皿･t･･)に導入するサン

プノレフイラメントヘのロｰディングまで一貫してこの

ような条件下で行われている(図30･31･32･33).筑波

のわか地質調査所でもこのようなクリｰンラボが完成

し運転をはじめられるようになった.試料の処理法は

充分に洗浄されたものを100い200メッシュに粉砕しN･

ガス通気中でHNO畠HFHC1O｡によりホット･プ

レｰト上で分解する方法あるいは極めて1ow1eve1の

場合はステンレス十テフロン･ボンベ中で少量の

HF分解法を目的によって使いわけだ.分解された

試料はR･O･沈澱をつくり遠心分離の後沈澱物の

図23デンバｰ近くにあるレッドロックス公園の赤色砂岩

古生層.

図24コロラド州ボｰルダｰ市(右遠方)とロッキｰの前衛の古生代砂岩層の衝上面.�
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図25デンバｰ･フェデラル･センタｰを北酉方から望む.

手前は東西に走る国道70号線.

HBr溶解さらにイオン交換コラムを通じて濃集された

目的の元素のPbを1,8vo1tの電極にPb-p1ating(メッ

キ)する.HNO･溶液に回収し乾固する.これをフ

ィラメントにロｰドし質量分析計にかける.この方

法に関する写真を図34～38に示した.

質量分析計はNBS型半径12インチ(30cm)の分析管

のものとダブル･フォｰカシング式がメインであったカミ

(図39･40)昨年わが地質調査所と同じMicromass

54型が設置されたという.コンピュｰタｰ･コントロ

����������摩湧���敲���敲�

�湶敲�����

目1dg.Division/Omce

5Geolo目i0

15Geolog;o.Wa佗rResources

㈰偵�楣�楯�

㈱���楣

25^ssis喧nlOirecl〇一sO榊｡昌.^dm1n1s叶昌廿iv色､

Conse～刮ion.G呂｡logic,Landlnfomation凸

^n日1ysisO“ic8.ToPoq旧phio.W目1町R畠souro昌s

,41Publio訓ions

53EEOO肺ice,CompulerCen1町.Geologio.WalerResources

56Cons帥a抽｡n,Geologio.Publio百1ions.W釧畠rResou陀es

����楯

82Wa16rR畠sou爬es

35Cons日制刮ion

ムM^F昌BOOkOlSTR18uTlON旦SALES

綴N^τlON^LC^RTOGR^PHlClNFORM^TlONCENTER

惑N^TION^LTR^INlNGCENTER

�乖�

l=1…DERAl-

Cl…NTEH

→吋同･･!SL口

G刮畠No.1G割8No.2

口5

��汎����

図26リSGSのCentra1Regionの百8adquarters,

DenverFedera1Center案内図､南北約

1.8km.ビルディング21が同位体地質学研究

棟.このほか市内にも事務所がある.

図27デンバｰのUSGS本館と同位体地質学研究課の看

板.

一ルとデｰタｰ処理は同じ｡である.これらの新しいシ

ステムは省略するカミ化学処理においては極微量

(0.01～o.o01g)の試料で高い回収率と処理中の｡onta-

minationを極力おさえることに量大の努力をはらわな

ければならない.イオン交換コラムの内径を1い2

mmコラムに流す酸類の量は1～3dropsというような

図28USGSデンバｰの同位体地質学研究棟(21).左奥

に新しく研究室が増設されている｡(この図は

図27の左側にあたる).�
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図41USGS同位体地質学研究室の創立者である

S.S.G0LDIc亘教授.ゴｰルデンのコロ

ラド鉱山大学にて.

の同様な窓が設けられている｡実験室の密室･閉鎖性

カミ危険性と心理上の異常性にかかわるので重要な問

題である･このプラスチック窓は非常事態での脱出

に役立つものである.さらに各部屋に洗眼器カミ設置さ

れていたことが印象的であった.いずれにしても機

器の保守のための努力は勿論ルｰチン化された試料調

整化学処理測定などは正研究員自身の手をわずら

わさずにも能率的に遂行できることに留意されている.

無駄(s.mu.h1os｡)はできるだけ省くということであ

る.そして実験に貢献し堪能に狂った補助職員は

やがて独立した研究員に育っている.

近郊のゴｰルデンにあるコロラド鉱山大学のS.S.

GOLDIcH教授はUSGSのこのBranchの創立者で

お元気でおられた(図41).デンバｰ滞在の合間をみて

この後でご紹介するようにアメリカ各地を忙しく駆け

巡った･Branchの友人達とは某氏の別荘へ招待さ

れたりパｰティ会食など盛沢山のスケジュｰルであ

った･期間中公害資源研の小倉義雄氏の訪問や東

大地物教室の兼岡一郎氏神戸大の中村昇氏らの滞在研

究などでこれもにぎやかであった.このBra狐｡hは

同位体地質学の先端を行く実績のある研究室(課)であ

るから世界中からの訪問者が絶えない.Pb同位体

測定のためにはDrs.MaryseH.DELEvAUx,Bruce

R.D0E(chief)JohnS.STAcEY恋らびにM.TA-

TSUMOTOの方々をはじめ多くの方々にお世話になっ

た.ちなみにデンバｰのBranchのアドレスは下記

のようになっている,なお現在はLu一趾法による

研究もはじまっている,

�慮捨潦�潴潰敇�������汯����癥礬

䙥�牡���爬�砲����朮㈱���瑯瀹��

�湶敲�漱����㈵啓�

ワシントンｰレストンｰUSGS100周年

1978年9月中旬の4日間デンバｰから3時間の飛行

でワシントンのダラス空港からワシントン滞在･経由と

いう形でバｰジニア州レストン(Reston)のUSGS

Nationa1Centerを訪問した.折しもUSGSの100

周年記念目を翌年1979年3月3目に控えており多方面

にわたる準備に取組んでいる状況を直接拝見する好機で

あった･ワシントン市内のホテノレに宿をとり出迎え

のDr･E11isYocHELs0N(地質総部)と研究室のある

NationalMuseumに案内してもらった.彼は100周

年記念行事の実行委員の一員であってとくに国際会議

だと学会との共催行事のとりまとめを行っていた.

そのあとでワシントン市内の内務省前からおよそ1

時間に1便というShutt1ebus(小型バス)で45分のレス

トンにあるNationa1Centerに着く.サインするだけ

の無料バスである.このナショナノレセンタｰについて

は地質ニュｰスNo.297298(盛谷1979)に写真を含

めて雰囲気なども詳しく紹介されているので省略する.

センタｰではDr.A･F･HOLzLEの出迎えを受け海外地

質室長のDr･J･A･REINEMUNDも加わってセンタｰに

ついて説明を受け同位体地質学研究室を一通り見学.

その研究室はデンバｰに比べて大きく変ることなく

こじんまりとやっている･アドレスとスタッフは次の

ように放っている.

図42バｰジニア州RestonのUSGSナショナルセンタｰ�
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図44USGS本部の平面図
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図45RestonUSGS本部の完成記念式典案内の表紙

(1974年7月12目)

図46

USGS(1880～1979)職員数の変遷(単位千人)

図43USGSナショナルセンタｰ入口のロビｰの月上車の展示.

センタｰ内の案内は秘書のMissLu-

geneHOwELLさんカミ担当してくれた.

これらの若い娘さん達はOfficeofIn-

temationalActivityに属しIntema'

tionalTrainingSpecialistという役柄

である.色々説明していただいた内容

の図と写真ならびにお世話に在った海

外地質室の両氏を図42～48にご紹介する.

さてUSGSの100周年記念行事The

捥����潦�敕���汯�����

veyは1879年3月3目Rutherford

B.HEYES大統領によって認可され第

45国会の議決により政府機関として創

設されたことを記念して実際には1979

年3月2目レストンのナショナルセン�
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図47レストンのUSGS本所訪問に

関してお世話になったA･F･

HOLZLE博士.

図48USGS海外地質室長J.A.

REINBMUND博士

団49USGS100周年記念行事

事務局長をつとめたC.M.

NELs0N氏､

タｰをはじめデンバｰとメンロバｰクで同時に記念式典

が行われた.そのテｰマはOneHund-redYearsof

EarthSc量enceinthePub1icService｢公共のための地球

科学の100年(盛谷訳)｣である.この行事の事務局の

責任者のC,M.NELs0N氏に細かい説明をきき用意し

ていただいた参考資料をひもどいて苦労話もきかされ

た(図49).はじめは職員も伸々のってくれなかったが

1年程前からムｰドが盛あがったという.USGSは

記念行事プログラムを用意し1979年内に講演討論会

公開展示出版事業を行ってパブリック･サｰビスと

UnitedStεtE5
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USGS100周年行事内容などの記事をのせた文書とシンボル･デザイン･�
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図52

USGS100周年記

念式典招待状(メ

ンロパｰク支所)
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図53

USGSのマｰク

(下)と100周年記

念ステッカｰ(上).

中段は記念行事の

一つとして共催さ

れた第9回国際石

炭紀会議のシンボ

ルマｰク.
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図54USGS100周年記念の切手

しての地球科学への貢献を過去現在さらに計画さ

れたプランに拡大して公表することで特徴づけられてい

る･正式には記念目の2年前に委員会を設けた.

USGSの総務コンピュｰタｰ･センタｰ管理地質

出版地形および水資源の各部門国土情報と分析の部

局中部大陸地区(ミスリｰ州R･11a)中部地区(コロ

ラド州Denver)と西部地区(カリフォルニア州Men1oPa･k)

の各支所から1名の代表と1～2名の補佐さらに数名

消印つきの封筒.

のオブザｰバｰで構成された｡委員会は行事展示

公開会合出版そして宣伝の各小委員会に分けられた.

さらに各支所はそれぞれの行事委員会をもった.

100周年記念目はすべての支所で式典を行っている.

実際に各種の催物や発行物の完成の前には封筒便

嚢などの消耗品に図50のような100周年のデザインを

つけ加えて使用し宣伝普及に努めた.

記念行事としては.

①ユ979年3月2目10時からの式典及び数目間の一般公開.

②ニュｰス媒体(報道)ポピュラｰならびに科学誌学会

誌そして教育機関に関連事業の公報･�
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図55USGSユ00周年記念カｰド(地質年代表付

名刺入)
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図56USGS100周年記念地質図絵はがきの一例･

③記念出版物の発行｡USGSの100年地図帳に類するも

のなど.

④一般配布用の小冊子地図などと折カバン.各支所独自

のものも加乏る.

⑤記念シンボルマｰクなどを文具類あるいは出版物につけ

る.

⑥ユ979年度中の6ケ月間以上にわたって15大都市で特別な

郵便スタンプと消印の使用

⑦記念地質図絵はカミき発行.

⑧記念切手又はスタンプ付封筒.

⑨USGS本所での展示物を国内巡回させ同時にカタログ

フィルムなどを用意.

⑩ポスタｰミニポスタｰを販売し地球科学的現象やUS-

GSの活動状況を宣伝普及させる.

⑪USGS年報(Amua1Report)100周年記念号発行.

⑫学･協会の行事との共催と記念講演会.

などが計画され実行された｡いただいた資料のご

く一部を図51～56に示した.またGeotimes(1978

Ma･･h)にも18頁にわたってUSGSの歴史活動ならび

に記念行事について詳細に掲載されている.すなわち

初代所長C･KING博士のUSGS創立前後の業績有名

祖theDataofC1arkeのF.W.CLARKEについて第3

代所長WAL㏄0TTについて水資源調査について地

図及び地質図ならびに地図帳について地形図作成の

歴史地質工学の発展と環境地質学地質調査と女性

地質学者出版物と印刷物についてW.H.JAcKsON

(写真家･画家)の業績についてなどの内容で盛沢山であ

る｡普及のための小冊子類も深山あり地質ニュｰス

No.306(三村ユ980)に紹介されている.

このような資料なども有意義に活用し1982年に100

周年を迎えるわが地質調査所はr創立100周年準備委員

会｣からr地質調査所100周年記念行事準備委員会｣へ

と発展し記念式典関係記念出版物記念晶記念行

事等予算との関連とからめて具体的にスタｰトしてい

る･間もなくこの準備委員会は実行委員会へと移行す

ることになっている.さてレストンのナショナノレセ

ンタｰ訪問の後ワシントンの中心部を探索しスミソ

ニアン博物館(図57)を見学しデンバｰに帰った.

1979年のUSGSの式典には日本の地質調査所から祝電

カミ送られた.筑波移転のニュｰスと建物の写真と1982

年カミ100周年であることをUSGS所内報の地質総部の

印刷物｢TheCrossSection｣マ｡1.11No.1(1980)に

紹介して頂いた.筑波移転に続き100周年を迎える

わカミ地質調査所もシンボルマｰクと共に次の新しい

歴史へと移り変って行くことであろう.(つづく)

図57ワシントンのスミソニアン博物館�


